
 
 

市民 

論点・課題 

【他都市の事例】 
 地域コミュニティについて規定している自治体は， 
 道内では，登別市，留萌市，美唄市，石狩市，芦別市，名寄市 
 中核市では，岐阜市，高松市 
 
（例）石狩市自治基本条例 
（定義） 
第2条 この条例において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるとこ 
  ろによる。（略） 
 (7) 地域コミュニティ組織 石狩市内の一定の地域を活動範囲として，その地域の関 
  心事，課題等を解決するために活動する市民組織をいう。 
（地域コミュニティ組織） 
第26条 住民は，協働によるまちづくりを進める上で地域コミュニティ組織が果たす役 
  割を認識し，その活動に自主的に参加，協力するよう努めるものとする。 

◎市民 
 同一地域内にともに居住する人々が，居住することにより生活のあらゆる分野にわたって共同し，そ
の居住地域を媒介とした共通的な意識，価値観，言語，行動規範，生活様式等を形成する地域的生
活共同体をいう。 
 
【これまでの取組】 
  平成２２年度 ７支所に地域まちづくり推進協議会を設置 
            地域の課題を共有し，その課題解決に向けた方策を検討したり，地域の特性や 
            魅力を再発見し，それらを生かした取組を推進するため，支所毎に設置し， 
            地域住民等で組織  
             ※地域の課題や活性化に取り組む団体に対し，補助金（上限１０万円）を交付 
  平成２３年度 上記補助金を上限２０万円に増額 
           地域自治検討会議の設置   
  平成２４年度 支所地域以外の５地域に地域まちづくり推進協議会を設置。合計１２地域となる。 
 

【他都市の事例】 
 （例）函館市自治基本条例（※一部抜粋） 
 
（定義） 
第２条この条例において使用する用語の意義については，次のとおりとします。 
(1) 市民 市内に住所を有する者，市内に通勤し，または通学する者 

 
（市民の権利および責務） 
第12条市民は，自由かつ平等にまちづくりに参加する権利を有します。 
２ 市民は，市が保有する情報について知る権利を有します。 
３ 市民は，まちづくりの主体としての役割を認識し，互いに尊重し，協力してまちづくりを推進す
るよう努めるものとします。 
４ 市民は，それぞれができる範囲でまちづくりに参加するよう努めるものとします。 
５ 市民は，まちづくりに参加する際には，自らの発言と行動に責任を持たなければなりません。 

  

資料３ 

◎市民とは 
 市民は法律上の概念ではなく，使われ方は多義的で，自治基本条例・まちづくり基本条
例でもさまざまな意味で使われている。 

 （参考）住民～住民は地方自治の主体である。地方自治法上，市町村の区域内に住所を
有する者（自然人，国籍，法人を問わない）と定義している。 

 
◎切り口（例） 
【市民の定義】 

・どういう範囲の人にするか。 
 ＊住民，通勤者，通学者，ＮＰＯ，企業等，市外納税者など 
・どういう言葉で表現するか。 
 
【市民の役割・責務・権利】 

・自治の主体である市民が自ら考え，決め，そして責任をもって行動するためのルールや，
市民の権利についてどのような内容を盛り込むべきか。 

 


